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	・オブザーバーの後任について、日高医師会から御推薦をいただいた山田クニック院長　富部 勝先生が就任されたことを御報告いたします。※　別紙部会委員名簿
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	・Ｒ4年度計画（案）について、ほぼ承認が得られました。
※詳細は別紙アンケート結果を参照。
	・今後、部会長と相談しながら事務局で内容を検討し、新型コロナウイルス感染症の発生状況をみながら実施していく予定ですので、各活動への御協力をお願いいたします。
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	＜地域の現状（概要）＞
・在宅医療を支えるための医療及び介護サービスの不足（事業所・人材の不足、24時間型サービスがない）
・コロナ禍で発熱外来患者数の増加やコロナ病棟の対応のため、今までにない入院・外来制限になり、在宅医療を支える地域病院の運営が厳しい。
・新ひだか町では、地域包括支援センターを中心に顔が見える多職種連携が進んでいる。
＜課題（概要）＞
・高齢化率が高く、在宅医療や在宅介護の充実に向けた取り組みが必要。
・人材の高齢化、労働人口の減少による人材不足がある。
・地域住民が在宅医療、看護サービスをまだまだ知らない人が多く、
　普及が必要。
※詳細は別紙アンケート結果を参照。

	・在宅医療専門部会では、これまで「①人材の育成」、「②
　地域住民への普及啓発」を日高圏域で取り組む課題として活動を行っています。
　第１回会議のアンケートによる地域の現状と課題について、各委員の所属から情報提供・意見を寄せていただきましたが、日高圏域における同様の課題が浮き彫りにされました。
・今後、高齢化に伴う在宅医療、在宅介護の需要は増えていくものと推測されますので、限られた医療・介護資源の中、より顔が見える多職種連携が図られるよう努めて参ります。
・また、引き続き、住民に対する啓発活動も継続していきます。


令和４年度（2022年度）第１回在宅医療専門部会における意見（アンケート結果）
[bookmark: _GoBack]○　アンケート回答数　委員11名中9名回答　
○　アンケート結果及び意見に対する整理

※【議事】　報告事項１　令和３年度（2021年度）在宅医療専門部会の実績について
報告事項２　令和４年度（2022年度）在宅医療専門部会委員について
協議事項１　令和４年度（2022年度）在宅医療専門部会の計画について
協議事項２　地域の現状と課題の把握について（アンケートの取り組み）
